
　

日

本

生

産

性

本

部

は

８

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

８

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

転

換

～

パ

ー

パ

ス

経

営

と

リ

ス

キ

リ

ン

グ

に

ど

う

取

り

組

む

か

」

を

テ

ー

マ

に

、

法

政

大

学

大

学

院

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

究

科

教

授

の

山

田

久

氏

が

講

演

し

た

。

　

山

田

氏

は

、

労

働

市

場

の

動

向

や

雇

用

シ

ス

テ

ム

の

変

化

の

方

向

性

に

つ

い

て

、

「

日

本

経

済

が

直

面

す

る

最

大

の

構

造

問

題

は

労

働

者

不

足

だ

。

女

性

や

�

歳

以

上

の

労

働

力

率

も

頭

打

ち

傾

向

に

な

っ

て

い

る

」

「

人

手

不

足

は

ま

す

ま

す

深

刻

化

し

、

長

年

低

迷

し

て

き

た

賃

金

に

も

�

年

ぶ

り

の

上

昇

圧

力

が

か

か

っ

て

い

る

」

「

働

き

手

の

転

職

志

向

が

高

ま

る

な

か

、

有

能

な

人

材

を

確

保

す

る

に

は

、

就

社

型

の

旧

来

式

人

事

に

は

大

き

な

綻

び

が

生

じ

て

い

る

」

「

品

質

力

・

現

場

力

と

い

う

日

本

企

業

の

競

争

力

の

源

泉

を

考

慮

す

れ

ば

、

ジ

ョ

ブ

型

人

事

に

転

換

す

れ

ば

全

て

解

決

す

る

と

い

う

簡

単

な

も

の

で

も

な

い

」

な

ど

と

説

明

し

た

う

え

で

、

「

現

実

の

雇

用

の

在

り

方

は

一

様

で

は

な

く

、

多

様

な

形

態

の

分

布

と

考

え

る

べ

き

だ

。

一

方

の

極

み

に

理

念

型

と

し

て

の

就

社

型

シ

ス

テ

ム

、

他

方

の

極

み

に

就

職

型

シ

ス

テ

ム

を

想

定

す

れ

ば

、

欧

米

は

、

就

職

型

シ

ス

テ

ム

の

側

に

多

く

分

布

す

る

が

、

比

較

的

広

い

タ

イ

プ

で

分

布

し

て

い

る

。

わ

が

国

は

か

つ

て

は

就

社

型

シ

ス

テ

ム

側

に

固

ま

っ

て

分

布

し

て

い

た

が

、

今

後

は

就

職

型

シ

ス

テ

ム

サ

イ

ド

に

シ

フ

ト

し

つ

つ

、

少

な

く

と

も

当

面

は

、

中

心

は

就

社

型

領

域

に

残

り

、

分

布

が

多

極

化

し

て

い

く

と

い

う

こ

と

で

は

な

い

か

」

と

指

摘

し

た

。

　

リ

ス

キ

リ

ン

グ

と

労

働

移

動

に

つ

い

て

は

、

「

労

働

移

動

に

は

、

能

力

形

成

や

賃

金

上

昇

に

つ

な

が

る

『

良

い

雇

用

移

動

』

も

あ

れ

ば

、

そ

う

で

な

い

『

悪

い

雇

用

移

動

』

（

能

力

浪

費

、

賃

金

下

落

）

も

あ

る

。

同

様

に

雇

用

維

持

に

も

『

良

い

雇

用

維

持

』

（

能

力

形

成

、

賃

金

上

昇

）

と

『

悪

い

雇

用

維

持

』

（

能

力

浪

費

、

賃

金

下

落

）

が

あ

る

。

本

来

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

は

Ｄ

Ｘ

で

変

わ

る

職

務

内

容

に

必

要

な

新

し

い

ス

キ

ル

習

得

を

従

業

員

に

促

す

と

い

う

文

脈

か

ら

広

が

っ

た

こ

と

か

ら

す

れ

ば

、

そ

れ

は

雇

用

維

持

・

雇

用

確

保

の

た

め

に

行

う

も

の

と

も

い

え

る

。

労

使

が

協

力

し

て

時

代

の

要

請

に

応

え

る

事

業

を

不

断

に

創

造

し

、

そ

れ

に

必

要

な

人

材

開

発

を

継

続

す

る

こ

と

が

重

要

だ

」

と

述

べ

た

。

　

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

は

、

「

人

を

惹

き

つ

け

る

会

社

と

は

」

を

統

一

テ

ー

マ

に

来

年

２

月

ま

で

開

催

。

対

象

は

、

人

事

・

労

務

、

総

務

、

人

材

、

経

営

企

画

等

の

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

。

問

い

合

わ

せ

は

、

同

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

３

１

ま

で

。


